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多彩な移動手段で周防大島を満喫

　青く澄み渡る海と四季の彩りが美しい周防大島。
今回は、島内の移動そのものを楽しもうという話
題をお届けします。
　東南アジアのタイで普及している三輪自動車タ
クシー「トゥクトゥク」が今年度から周防大島に
レンタカーとして導入されました。トゥクトゥク
は普通自動車免許をお持ちであれば運転でき、最
大７人まで乗車できますので、ご家族やご友人で
周防大島観光の１つとしてご利用してはいかがで
しょうか。ちなみに「トゥクトゥク」の名前です
がトゥクトゥクと音を立てて走行することがその
由来と言われています。
　続いては自転車の魅力についてご紹介します。
　周防大島は知る人ぞ知るサイクリングコースで、
約 100kmにおよぶ島の外周はそのほとんどが瀬戸
内海に面しており、どこを切り取っても絵になる
抜群のロケーションが自慢のコースです。
　島内には山口県公認のサイクルステーションと
して道の駅サザンセトとうわ・グリーンステイな

がうら・竜崎温泉の３施設が認定されています。
これらの施設ではレンタサイクルのサービスも充
実しており、マウンテンバイクやロードバイクを
はじめお子様向けのキッズバイクに電動アシスト
自転車までご用意しています。また、サイクリン
グイベントとして、春の周防大島一周ファンライ
ド「シマクル」や秋の「サザンセトロングライド
in やまぐち」なども人気を博しています。
　また、陸上移動だけでなく海上移動も楽しめる
のが、瀬戸内の多島海を有する周防大島の魅力で
す。周防大島沖の海域はスナメリが生息しており、
大島大橋から約 15 分の久賀港から出航する「前
島航路」はスナメリに出会える航路としても人気
です。
　他にもシーカヤックやサップ（スタンドアップパ
ドルボード）で無人島へと漕ぎ進むツアーや、瀬戸
内アルプスと呼ばれる連山の縦走など、ドライブや
サイクリング、クルージング、トレッキングと移動
手段も楽しめる行楽の秋をご満喫ください。
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